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 はじめに 

 

 

 京都市では，地下鉄の厳しい財政状況を改善するための最大の柱である，地

下鉄５万人増客の目標達成に向け，オール京都の取組を推進すべく，平成２２

年４月に，副市長をトップに局区長級で構成する「京都市地下鉄５万人増客推

進本部」を設置した。  

同年１０月に，同推進本部の下部組織である「若手職員増客チーム」を立ち

上げ，平成２４年５月からは，第３期メンバーとして各局区から１８名の熱意

䬨れる若手職員が参集し，地下鉄５万人増客の実働部隊として，これまで地下

鉄・市バスの増客に寄与する取組を立案・実践してきた。 

この度，第３期の「若手職員増客チーム」の任期満了に伴い，同チームの活

動を取りまとめ，次のとおり報告する。 
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プロジェクトチームの概要について 

  

 

 １ チーム名 

   若手職員増客チーム 

 

 ２ グループ活動 

 （１）「出会いのコンサルタント」班 

秋本 美智 （教育委員会） 

梅木澤 勇人（産業観光局） 

小川 拓晃 （山科区役所） 

◇木村 孝文 （伏見区役所醍醐支所） 

○外村 繁幸 （上下水道局）   

渡邉 優人 （都市計画局）※ 

（２）「地下鉄戦隊・増やすんジャー」班 

飯田 麻美  （交通局） 

井波 良太 （文化市民局）  

北河 悠  （総合企画局） 

髙間 和也  （西京区役所洛西支所） 

葉山 和則 （都市計画局） 

三吉 晃  （上下水道局）※ 

（３）「萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！」班 

岩澤 圭佑 （建設局） 

田中 昂   （都市計画局） 

藤村 祐里 （交通局）   

松本 慎気 （交通局） 

宮部 翔  （都市計画局） 

山川 豊義 （環境政策局）※ 

 

       ※ 各班のリーダー 

◇ 第１期メンバー  

○ 第２期メンバー 

 

３ 任  期 

  平成２４年５月から平成２５年３月まで 
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第３期若手職員増客チーム 

出会いのコンサルタント班 

活動報告書 

 

出会いのコンサルタント班は，ヒトやモノを通じて地下鉄に出会いの場を創出することで，

地下鉄の増客・増収を目指しました。 

 

活動内容 

１. 募集型観光案内板 １００人が撮った！「わたしのイチオシ京都」の設置 

   

 

２. 「秋本番 京都地ビールフェスタ」の開催 

   
 

３. 「春が来た！京都地ビールフェスタ」の開催 
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１ 募集型観光案内板 １００人が撮った！「わたしのイチオシ京都」の設置 

 

(１) 概要 

京都市公営交通が平成２４年に開業から１００周年を迎えたことを受け，開業１００

周年にちなんだ１００枚の募集写真から成る観光案内板を製作した。京都観光にはなく

てはならない地下鉄・市バスの利便性をＰＲしていくだけでなく，より京都に愛着を持

ってもらい，多くの方々に活用していただくことで，地下鉄・市バスの増客増収につな

げるものである。今回は京都の魅力を再発見できるような観光案内板にするため，「わ

たしのイチオシ京都」をテーマとした京都に息吹く魅力や地域の親しみやすさが伝わる

ような写真を募集し，これまでにない全く新しい形の募集型観光案内板として仕上げた。 

 

(２) 目的 

初めて京都に来られる方には一種にガイドブック的なものに，そしてリピーターの観

光客の方には京都の魅力を再発見していただける観光案内板を製作する。これを活用し

ていただくことで地下鉄・市バスを利用してもらい，増収増客につなげるだけでなく，

京都市の活性化につなげる。 

 

(３) 観光案内板の製作について 

(３)-１ 掲載写真募集 

「わたしのイチオシ京都」をテーマとした写真，作品のタイトル，作品に対するコ

メントを市内外から公募した。 

 

(３)-２ 募集テーマ 

京都市内の自然，風景，祭事，名所，旧跡など，自分だけが知っている隠れた場所や

訪れて気に入った場所を伝える作品 

 

(３)-３ 募集期間 

平成２４年３月３０日 ～ 平成２４年５月３１日 

 

(３)-４ 募集結果 

１０代から８０代まで幅広いお客様から，合計１８６枚もの応募を頂いた。そして，

たくさんの市民の皆さんのほか，京都名誉観光大使で昨年１１月に亡くなられた森光子

さん，中村玉緒さん，京都観光おもてなし大使の西川影戀さんからも原稿をお寄せいた

だき，門川市長には母校の龍池小学校の建物である京都国際マンガミュージアムをイチ

オシしていただいた。 

 

-4-



(３)-５ 観光案内板の仕様 

サイズ：高さ１８１cm×幅２０８cm×厚さ５cm 

表面素材：タイル 

※公募で集めた写真１００枚を応募者が寄せたコメントや最寄りの駅，バス停ととも

にタイル（１枚当たり，縦１０cm×横２０cm×厚さ４cm）に印刷し，１枚の大きな観光

案内板に掲出した。 

 

(３)-６ 除幕日 

 平成２４年８月２０日 

 

(３)-７ 掲出場所 

 地下鉄東西線・三条京阪駅の京阪連絡通路 

 

 

(３)-８ 製作費 

 本観光案内板には民間企業の広告を掲示することで，応募者の参加費，観光案内板の

製作費を不要とした。 

 

(４) 効果 

各タイルには最寄り駅，バス停を表示し，地下鉄・市バスの利用を促進するだけでな

く，観光案内板の下部にラックを取り付け，路線図などを配架した。＜増客＞ また，

広告費の一部は，交通局の広告収入となっている。＜増収＞ 

 

(５) 反響 

産経新聞【平成２４年８月１６日朝刊】 

京都新聞【平成２４年８月２１日朝刊】 

ＫＢＳ京都テレビ やのぱんの生活情報部【平成２４年８月２０日放送】 

ＫＢＳ京都テレビ やのぱんの生活情報部【平成２４年９月１３日放送】 

 

(６) 今後の展開 

駅構内の未使用広告スペースを利用した観光案内板の作成，設置駅周辺スポットに限
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定した観光案内板の作成，オリジナル観光案内マップの作成など，市民の皆さんには写

真作品発表の場を，そして観光客の方には隠れた観光スポットを継続して提供していき

たい。 

 

(７) 参考資料 

(７)-１ 募集要項 
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(７)-２ 除幕式当日【平成２４年８月２０日】の様子 

 

門川市長，西村交通局長，西川影戀さん，応募者代表(東稜高校の生徒さん)による除幕 

 

 
門川市長，西川影戀さん，応募者代表によるご自身のタイル張付け 
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出席者全員で記念撮影 

 

 

ラックに設置した路線図は，すぐに無くなります。 
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(７)-３ 作品サンプル 
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(７)-４ 産経新聞【平成２４年８月１６日朝刊】 

 

 

(７)-５ 京都新聞【平成２４年８月２１日朝刊】 
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(７)-６ ＫＢＳ京都テレビ やのぱんの生活情報部【平成２４年８月２０日放送】 

 
除幕日の夜，本日のニュースとして紹介されました。 

 

(７)-７ ＫＢＳ京都テレビ やのぱんの生活情報部【平成２４年９月１３日放送】 

 

地下鉄１日５万人増客への取組みの一例として紹介されました。 
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２『秋本番 京都地ビールフェスタ』の開催 

（１）内容 
    前回メンバーが平成２４年３月に開催し，大盛況に終わった「春一番・京都地ビ 

ールフェスタ」に引き続き，「若手職員増客チーム」とゼスト御池が，地ビール醸造 
会社と連携し，「秋本番・京都地ビールフェスタ」を開催した。 

    今回は，平成２４年１０月１０日（水）のゼスト御池のリニューアルオープン記 
念イベントとして，ゼスト御池とのタイアップを強化し，ゼスト御池飲食店や地ビ 
ール醸造会社２社が新たに参加し，会場も拡大して開催した。 

（２）日時 
    平成２４年１０月２１日（日）午前１１時から午後６時まで 
（３）場所 
     ＺＥＳＴ御池（河原町広場，市役所前広場） 
（４）参加企業等 
    黄桜株式会社 

キンシ正宗株式会社 
羽田酒造有限会社 
京都一乗寺ブリュワリー 
エイ・ジェイ・アイ・ビア有限会社 
Ｙａｍａ－Ｄｒｅａｍ株式会社 
山岡酒店 

（５）増客対策 
    当日，市営地下鉄地下鉄１day フリーチケットを（６００円）をご提示いただいた 

お客様にビール，おつまみ共通割引券１００円分を先着１００名にプレゼントした。 
（６）開催結果 

イベント開催時間中，会場は常に人がたえることなく，瓶販売ブースではイベン

ト終了時刻までに，完売するなど，にぎわいをみせた。また，カップでの販売につ

いても，平成２４年３月に開催した「春一番・京都地ビールフェスタ」に比べ，約

２００杯の増加となる約６，７００杯を売り上げることができた。 

（７）反響・効果 
    当日会場では，継続的に開催してほしいとの声や，イベントの趣旨や若手職員増 

客チームへという組織についてのご質問をいただくなど，来訪者にとても興味を持 
っていただけたと実感した。 

（８）開催後の展開 
 単なるお酒の販売イベントに終わらせることなく，次回平成２５年３月に開催す

る地ビールフェスタに向けて，創意工夫を重ね，交通局の若手職員増客チームとして

の活動をさらにアピールし，増収増客につながる企画に成長させていくこととした。 
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（９）当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

市役所前広場も賑わっています！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
おなじみ都くんも大活躍！ボランティアの方にご協力いただきました。 
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京都市長にも駆け付けていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 河原町広場の行列の様子 
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３『春が来た！京都地ビールフェスタ』の開催 

（１）内容 

   駅ナカ・駅チカの来訪者に，イベントを通して人やモノとの出会いを提供し，駅ナカ・駅

チカファンの拡大を目指し企画した。 

   京都地ビールフェスタの第３弾となる今回は，前回とは何か違うことがしたい！というチ

ーム員の強い思いから，京都の地ビール醸造会社であるキンシ正宗株式会社と協力し，京都

市営地下鉄オリジナルビール「ひと増
ふ

エール～増客祈願～」を醸造し，より若手職員増客チ

ームの活動をＰＲできるよう努めた。また，１月に施行された「日本酒の普及の促進に関す

る条例」を記念し，一部のブースで日本酒の販売も行った。 

（２）日時 

    平成２５年３月２日（土）１１時～１８時 

（３）場所 

    ＺＥＳＴ御池 

（河原町広場，市役所前広場，寺町広場，御幸町広場） 

（４）参加企業等 

    キンシ正宗株式会社，黄桜株式会社，羽田酒造有限会社， 

一乗寺ブリュワリー，山岡酒店，ゼスト御池飲食店 等 

（５）増客対策 

    乗車券の提示で配布するビール・おつまみ１００円割引券を，

前回の１００名から先着２００名に拡大し，対象乗車券も，当

日の利用が確認できる地下鉄・市バスの乗車券全てに広げた。 

（６）開催結果 

    京都市営地下鉄オリジナルビールは販売開始時から好調な売れ行きで，イベント終了時

刻前（１６時２０分）には全ての瓶ビール（４５０本）が完売した。お客さんからは「こ

れ（京都市営地下鉄オリジナルビール）が一番美味しい。」等のご意見もいただいた。 

各地ビール販売ブースは終了時刻まで客足が絶えることなく順調に売り上げ，河原町広

場にあるステージでは，ミュージックライブだけでなく，チーム員の掛け合いトークによ

り大いに会場を盛り上げることができた。 

また，今回のイベントでは，パネル展示やメニューリストに拘
こだわ

ることで，若手職員増客

チームが地下鉄利用促進を目的に企画したものであることを市民に十分アピールすること

ができた。 

（７）反響・効果 

    京都新聞 「ひと増
ふ

エール」について記事掲載（平成２５年３月２日朝刊） 

    産経新聞 フェスタ当日の様子について記事掲載（平成２５年３月３日朝刊） 

（８）今後の展開 

地ビールフェスタについては，継続開催を期待する声も多いため，いろいろな可能性を

探りながら今後も進めていきたい。京都市営地下鉄オリジナルビールについては，斬新な

アイデアであったため，市民の関心を引き，今回は完売することができたが，継続販売と

なるとインパクトが薄くなり，毎回完売するかどうかは難しいところである。そのため，

オリジナルビールの継続販売には拘
こだわ

らずに，他の形でイベントを盛り上げる方法を検討し

ていきたい。  
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（９）チーム員の活動風景 

  ①「ひと増
ふ

エール」醸造の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビール特有の苦みを加えるため，ホップを加えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麦芽を煮込んで麦汁を搾り出した後の，殻皮等を棒で取り出しているところです。 
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                         ← ビールを瓶に詰めています。 

目が真剣です！ 

 

 

 

 

                            ↓ ビールの完成です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②イベント当日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瓶ビール販売ブース絶好調！ 
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チーム員がトークで会場を盛り上げます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ひと増
ふ

エール」，売れています！！ 
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御幸町広場でも順調に「ひと増
ふ

エール」，売れています！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若手職員増客チームＰＲパネル 
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参考  
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第３期若手職員増客チーム（平成２４年度） 

 

 

 

「地下鉄戦隊・増やすんジャー」班 

活 動 報 告 書 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々「地下鉄戦隊・増やすんジャー」班の６名は， 

「地下鉄は，人通りが多い・アクセス良好・天候や季節に 

左右されない優良なイベントスペースである」

という考え方のもと，集客イベントの開催を通じての地下鉄・市バス利用促進を

目指して活動してきました。そしてイベント開催にあたっては，その効果を高め

るために，以下の点を重視した取組を進めてきました。 

 ・広報活動の充実 

・タイアップ先とのWin-Winの関係の確保 

 

ここに，我々の１年間の活動内容を報告させていただきます。 

はじめに 
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活動報告１ 「忍者を探せ！！ イン・サブウェイ」        実施中  
 

１ 概要 

 東映太秦映画村様（以下，「映画村」と略記）との共同企画 

 平成25年3月9日から4月7日まで開催 

 地下鉄各駅を巡っての，忍者をテーマとした䭘解き型スタンプラリー 

 スタンプポイント（計３駅）でスタンプを集め，キーワードポイント（計３駅）で

駅構内及びその周辺施設等に隠されたヒントに基づきキーワードを探す 

 初日には，特別イベントとしてスタンプポイントに忍者（映画村役者）が登場 

 クリアした方には，太秦天神川駅で認定書及び景品を贈呈する 

 

 

２ 取組のねらい 

（１）若手職員増客チーム 

 スタンプラリー参加者に，乗客として地下鉄に乗車いただくこと 

 京都市営地下鉄に乗ることの楽しみを増やすこと（色々と面白いことをやってい

る） 

 地下鉄駅及びその周辺にある施設等を巡っていただくことによって，後日それらの

周辺施設等を訪問するための交通手段として，再度地下鉄にご乗車いただくこと 

（２）映画村 

 映画村で平成25年3月16日にリニューアルオープンする忍者王国をＰＲすること 

 スタンプラリー参加者に映画村入村割引券を交付することで，映画村来村者増加を

図ること 

ＰＲチラシ＆スタンプラリー台紙 
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５ 初日特別イベント（スタンプポイントのみ） 

（１）イベント内容 

 リアル忍者及びダミー忍者（いずれも映画村役者）が登場 

 駅構内に居るリアル忍者を探し出せたら，忍者からスタンプを押してもらえる 

 参加者には，忍者の雰囲気や忍者とのかけあいをお楽しみいただく 

 若手増客チームメンバー数人も，忍者に扮してイベント運営を行う 

 

  

 

 

 

（２）参加者数 

３月９日の初日には，２０８人のお客様にクリアしていただいた。なお，３月９日

から１８日までの累計では３５１人のお客様にクリアしていただいている。 

今後，３月下旬から本イベント終了の４月７日にかけて学校が春休みの時期を迎え

ることから，更なる参加者の増加が見込まれる。 

 

 

リアル忍者から 

スタンプを押してもらう様子

忍者に扮した 

若手増客チームメンバー（写真奥）
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（３）初日アンケート結果 （回答数：208） 

 ア 参加者のお住まい 

京都市内からの参加者が多数を占めた。 

  

 

 

 

 

 

 イ 誰と参加したか 

家族での参加が８割を超えている。企画段階から，

家族での参加を見込んでおり，想定どおりの結果とな

った。 

 

 

 

 

 

 ウ 参加者の年齢層 

教育委員会に依頼し，市立小学校・幼稚園にチラシ

を配付したことから，１０代以下の参加が多数を占め

た。続いて３０代，４０代が多いのは，その保護者の

方々の参加があったと考えられる。また，１人の保護

者と２～３人の子どもがグループになってイベント

に参加しているケースがしばしば見受けられた。 

 

 

 

エ 「市営地下鉄１ｄａｙフリーチケット」の使用状況 

イベントに参加した９６％の人が１ｄａｙチケッ

トを購入している。イベントを広報する際，１ｄａｙ

チケットがお得であることを周知した効果があった

ものと考えられる。 
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オ イベントの感想 

９７％の人から「面白い」との回答をいただいてお

り，多くの参加者に喜んでいただけるイベントが開催

できたものと評価できる。 

「普段，忍者の役者さんと触れ合う機会がないこと

から，子どもも大人も楽しめた」，「たくさんの参加者

がいたのにも関わらず，忍者と写真を撮ってくれたり，

楽しく話してくれて，子どもたちの喜ぶ顔が見れてよ

かった」等のご意見をいただいた。 

 

 

カ また同じようなイベントがあれば参加するか 

参加していただいた皆様からは，「また参加したい」

と本当に嬉しいお声をいただいた。「忍者との掛け合

いが面白かった」，「知らないまちにたくさん行くこと

ができてためになった」との意見が多数いただいた。 

今回のイベントに参加いただいた皆様に，京都のま

ちへ出かけるときには地下鉄の利用を考えていただ

けるきっかけを作ることができたのではないかと考

える。 

 

 

   

デジタルサイネージに示されたヒント 

（京都駅コトチカ広場） 

ゴールポイントでの景品くじ引き 
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活動報告２ ロハスフェスタ in 京都市営地下鉄        実施検討中  

 

１ 概要 

（１）ロハスフェスタ概要 

ア 開催趣旨 

ロハス（健康と持続可能な社会に配慮したライフスタイル）をテーマにした蚤の市 

イ イベント内容 

約 400 の出展者による手づくりの雑貨・衣類・食品の販売及びゲームコーナーの設置，

マイボトル・マイ食器の利用啓発，リユース食器の利用，資源物の回収，エコをテーマ

にしたスタンプラリー他 

ウ 主催 

ロハスフェスタ実行委員会及びイベント会社（主に北摂地域でタウン誌の発行やイベ

ントの開催を行っている） 

エ 実績 

2006 年秋に第１回を開催。以後，年 2～3 回開催しており，2010 年からは東京でも開

催。１回当たり最大 75,000 人程度の集客。 

 オ 会場 

万博記念公園(大阪府)，光が丘公園(東京都) 

（２）地下鉄を利用したロハスフェスタの開催 

会場を複数の地下鉄駅（改札内外），周辺施設，及び地下鉄車内に設けて開催する

（複数駅構内回遊型蚤の市）。 

 

２ 取組のねらい 

（１）若手職員増客チーム 

ア 増客 

○実績あるイベントの誘致に加え，イベント会社の広報媒体を通じて，特に北摂

方面からの参加が期待できる。 

○複数会場回遊型のイベントとするため，確実な増客が見込める。 

イ 京都市営地下鉄のＰＲ 

○イベント参加を通じて，京都市営地下鉄の利便性をＰＲできる。 

○今までにない形式のイベント開催によるパブリシティの獲得が期待できる。 

ウ 環境啓発 

新たな大規模エコイベントの開催により，地球温暖化対策・ごみ減量の推進の他，

環境モデル都市・京都のＰＲもできる。 

（２）ロハスフェスタ実行委員会，イベント会社 

ア ロハスフェスタの価値向上 

環境モデル都市で世界的にも知名度の高い京都市での開催は，イベントのブラン

ド価値を高める(イベント会社側の意見)。 
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イ 収益強化 

新たなイベント会場の確保により，イベント収益及び広告料収益が強化できる。 

ウ 安定的な参加者の確保 

天候の影響を受けにくい会場での開催により，安定的な運営を図ることができる

(実績をみると，雨天時は参加者が激減している)。 

 エ 魅力的な会場の確保 

市が共催することにより，通常は利用できない市の施設を会場にすることができ

る。 

 

３ 経過 

（１）イベント会社との協議 

 平成24年11月 

チーム員がイベント会社を訪問し，タウン誌編集長に対して，企画案の説明を行

った(完全新規営業)。 

 平成 25年 1 月 

事務局と共にイベント会社を訪問し，代表取締役に対して，企画案を説明。平成25年

度春に，イベント会社による企画・運営により，京都市で開催したいとのお返事をいた

だく。 

 平成 25年 2 月 

メイン会場候補としていた市役所前広場において，調理行為が禁止されていたため，

会場の再選定が必要になった。また，春はイベント会社が希望する日程の調整がつかな

かったため，平成25年秋への開催延期を検討。 

（２）今後の検討事項 

 会場の選定 

   ○メイン会場として，堀川沿いや宝が池公園，梅小路公園を検討中だが，イベン

ト会社側が移動販売車の会場乗入れを希望されているため，更なる会場の選定

が必要になっている。 

   ○何らかの形で車内での販売活動やイベント開催ができないか検討しているが，

安全面が課題となっている。 

 回遊の仕組みづくり 

チーム案として，一日乗車券購入者に対する各ブースでの優待を提案しているが，

イベント会社側が詳細案について検討中。 
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活動報告３ その他検討対象となった企画     実現に至らなかった取組  

 

１ サイクルトレイン 

（１）企画概要および目的 

 自転車を鉄道車両内に持ち込むサービス「サイクルトレイン」の展開。 

 地下鉄の定時性・移動力と，自転車の手軽さ，フットワークの軽さを組み合わせる

ことで，新たな移動手段を提案。 

 期待される効果として，①新たな利用者の獲得（レジャー，自動車に乗らない方の

遠方への買い物など），②市の重要政策の推進（歩くまち・京都，環境モデル都市），

③観光の利便性向上，④地下鉄のＰＲを想定。 

（２）検討経過 

 ア 他都市調査 

過去にサイクルトレインを試行実施した福岡市及び札幌市に対するヒアリング，

現在サイクルトレインを常態的に実施している秩父市に対するヒアリングを行い，

それらの課題を分析。京都市営地下鉄で実施する場合の手法を検討。 

 イ 実施形態の検討 

   ○他都市調査により，安全面が課題となることが判明したため，ホームドアが設

置されている東西線限定での日常型実施を最終目標に，段階的に実験すること

を検討。 

   ○第一段階として，イベント型実施（サイクリング団体と連携した観光目的のツ

アー）の企画を提案。時間・人数・利用駅をコントロールできる状態でのサイ

クルトレインにより，基本的な安全管理や利用満足度などを調査することとし

た。 

   ○第二段階として，①事前申込制による期間・対象駅限定型②モニター型（利用

希望者に対し事前研修を行い，安全管理を徹底した後，モニターとして登録し，

一定期間サイクルトレインを行っていただく）の二種類の企画を提案。観光客

だけではなく，市民が日常的に利用できる状況下での安全管理などを調査する

こととした。 

 ウ 行程表の検討 

提携先との協議から，企画の詳細設計，広報発表及び参加者募集開始日，結果分

析までを１年間で実施するための行程表を作成した。 

（３）実現に至らなかった理由 

 当初は交通局からも前向きな意見をいただいたため，検討を進めたが，懸案事項と

なっていた安全管理，特に車両内への持ち込み時の安全管理及びそのための費用が

確保できないという理由により，実験的なものであっても，実施は不可との判断が

下された。 
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 安全管理については，持ち込める車両を限定する，ラッシュアワー・繁忙期などを

避けるなど，費用がかからない手法も提案したが，それだけでは 100％安全確保が

できないとの判断が下された。 

 

２ 地下鉄リアル脱出ゲーム 

（１）企画概要および目的等 

 地下鉄の車両を利用した体験型の䭘解き脱出ゲームを開催 

 各地でリアル脱出ゲームなどのイベントを手掛けるイベント会社と提携 

 東西線を走る地下鉄の車両一編成を貸切り，車両内や駅構内に䭘やヒントを隠し，

東西線を往復する間にすべてのミッションをクリアできれば脱出成功 

 車両の貸切という，京都市営地下鉄の新たな利用方法をＰＲ 

 イベント会社のイベントには固定ファンがいることから，ある程度の参加者が見込

まれる 

（２）実現に至らなかった理由 

 本市からイベント会社へ支払う委託料が高額である 

 イベント会社のスケジュールの都合上，平成 24 年度中の実施は不可能 

 チーム員の手で一からゲームを作り上げることは，所要時間面及び完成度の面で困

難であると判断 
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おわりに 

 

我々「地下鉄戦隊・増やすんジャー」班の本年度の活動は，決して順調なものではあ

りませんでした。何回か会議を重ね，企画案は何十個も挙げられましたが，主に以下の

理由から，そのほとんどが“実現は困難である”という結論に至ってしまいました。 

 各メンバーとも本来業務を抱えていることから，この活動に費やすことができる

時間は限られている（時間的制約）。 

 この活動に対して確保されている予算が少額である（費用的制約）。 

 運行上及び構内での安全確保が必須条件である（安全確保上の制約）。 

このため，上半期はそのほとんどを「何をするか」という企画検討に費やしてしまい，

「どう進めていくか」という具体的な活動内容にまで踏み込むことができませんでした。 

 

そのような状況に班全体が焦りを感じ始めた１１月頃になり，ようやく「忍者を探

せ！！」に実現の見通しが立ち始めました。しかし，我々にとってはイベントの企画・

開催という未知の領域への挑戦であることから，具体的な活動内容の検討には大変な労

力と時間を要しました。 

それでも何とかイベント開始の平成２５年３月９日を無事に迎えられ，初日の特別イ

ベントに参加いただいた皆様には楽しんでいただくことができました。これは，本来業

務の合間を縫って企画検討や準備に奔走した各メンバーの情熱と努力はもちろんですが，

若手職員増客チーム事務局及び東映太秦映画村等の関係各位のご協力があってこその成

果です。この場を借りまして，お世話になった皆さまにお礼申し上げます。 

 

最後に，当班での取組を通じて得られた，今後の若手職員増客チームの活動に資する

と思われる知見をご紹介して，結びとさせていただきます。 

 

① 広報活動は様々な工夫が可能。今年度当班で行った広報活動手法(市民しんぶんの

活用や小学校・幼稚園へのチラシ配布など)は，来年度以降のチーム活動において

も活用可能と考えられる。 

② 企画から運営までに費やす人的労力を，可能な限り正確に把握した上で実施可否

の判断をすることが重要である。これが過大となると，チーム員ばかりでなく事

務局にとっても大きな負担となる。 

③ イベント企画に不慣れなメンバーであっても，熱意をもって取り組めば多くの参

加者に満足していただけることがわかった。このチームの活動が，今後市職員と

して様々な業務に従事していく上でも，大きな自信になると考えられる。 

 

平成２５年３月 
 

第３期京都市若手職員増客チーム  

「地下鉄戦隊・増やすんジャー」班 
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若手職員増客チーム 

「萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！」班 

平成２４年度活動報告書 

 

 私たちの班では，京都を訪れる年間５，０００万人の観光客のお客様への観光名所の案内，

また，市民の方であっても自分達のまち「京都」を再発見していただき，地下鉄・バスを利

用して，その場所に実際に訪れてもらうことで，増収・増客を図る「太秦 萌の Facebook

で京都案内」の取組を実施しましたので御紹介します。 

１ 取組名 

  「太秦 萌の Facebook で京都案内」 

２ 目 的 

  交通局のオリジナル応援キャラクター「太秦 萌」が，日本国内で１，０００万人以上

が利用している「Facebook」を活用して，地下鉄・市バス沿線の観光名所等を紹介し，観

光に訪れるお客様に対する名所案内を行うだけでなく，市民の方にも私たちのまち「京都」

を再発見していただき，太秦萌が紹介した場所を地下鉄・市バスを利用して，実際に訪問

していただくことで，増収・増客を図ることを目的とする。 

  また，地下鉄・市バスの情報も発信し，地下鉄・市バスに親しみを感じていただき，さ

らに，他の増客チームの取組についても紹介し，「若手職員増客チーム」の取組を全体で

盛り上げる。 

３ 取組内容 

（１）事前アンケート調査 

   Facebook 開設に当たり，「萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！」班員で，地下鉄を

利用されているお客さまにアンケート調査を行った。 

  ア 実施日：平成２４年１２月１５日（土）午後３時～午後５時 

  イ 場 所：地下鉄四条駅改札前 

  ウ 回収数：８１件 

  エ 質問及び結果（主なもの） 

   ① 太秦萌を知っていますか。 

    【知っている】２３人（28.4％）【知らない】５６人（69.1％）【無回答】２名(2.5％) 

   ② あなたのいちおし「京都スポット」は（複数回答可）。 

    １位 清水寺         １０件  

    ２位 嵐 山          ７件  

    ３位 京都御苑・京都タワー 各 ５件 

    ４位 銀閣寺          ４件  

    ５位 東福寺          ３件 

まとめ 

 ① 交通局のキャラクター「太秦 萌」の知名度はまだまだ低く，宣伝余地がある。

 ② いちおしスポットでは，少数意見（２件以下）でも寺社を回答される件数が多 

  く，京都における観光名所としての人気の高さを改めて確認した。 
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（２）訪問場所・内容等    
   各班員が，観光名所を実際に訪問して写真を撮り，解説文を付けたうえで，Facebook で当該場所の紹介を行った。また，内容 

  がグルメ情報等の場合は，当該店舗の許可を事前に得てから紹介文を掲載した。 

 

回数 掲載日 訪問場所等 内  容 友 達 
 いいね！ 

（3月 19 日時点）

１ １月１６日 自己紹介 「太秦萌」の自己紹介 1 月 22 日時点 

 ７５人

２３件

２ １月１６日 京都市役所前駅 階段のカロリー表示 ２２件

３ １月２５日 西本願寺 国宝「唐門」等 ２月 8 日時点 

１８６人

２７件

４ １月３１日 烏丸御池駅 東西線のステーションカラー ４５件

５ ２月１１日 三条京阪駅 「１００人が撮った！私のイチオシ京都」 2 月 22 日時点 

２１８人

５０件

６ ２月１８日 平清盛の石碑 「平清盛終焉推定地」の石碑 ５７件

７ ２月２１日 勧修寺 勧修寺の紹介 3 月 8 日時点 

 ２２９人

４９件

８ ３月 ４日 店舗紹介(京都駅) ソフトプレッツェル専門店「アンティ・アンズ」の紹介 ５２件

９ ３月 ８日 イベント紹介 「忍者を探せ！！イン・サブウェイ」の案内 3 月 15 日時点 

２３８人

４３件

１０ ３月 ８日 二条城 城内の桜等紹介 ４９件

１１ ３月１４日 イベント紹介 「忍者を探せ！！イン・サブウェイ」の実施結果 ４２件

１２ ３月１８日
店舗紹介(京都市

役所前駅) 
カフェ「JAPONICA」の紹介 ３８件

 
（３）今後の展開等 

   「太秦萌」自身の知名度が思ったほど高くなく，加えて「Facebook」を始めたことが浸透していないため，他の取組とともに宣 

  伝を行う必要がある。一方で，「いいね！」の件数については，毎回，一定程度の件数（友達の２０％程度）を獲得しており，登 

  録者（友達）に対する宣伝効果は認められる。 

   今後は，交通局の宣伝や穴場スポットの紹介，友達だけの特典（店舗紹介で提示すると割引が受けられる。）等を行うことによ 

  り，更なる登録者数の増加を図り，交通局の新たな宣伝媒体としての地位を確立したい。 
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【Facebook の紹介】 

 

第１回 自己紹介                          第６回 「平清盛終焉推定地」の石碑 
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第７回 勧修寺の紹介                     第１０回 二条城 
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第１１回 「忍者を探せ！！イン・サブウェイ」の実施結果         第１２回 カフェ「JAPONICA」の紹介 
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第３期若手職員増客チーム 合同企画 

地下鉄駅階段への消費カロリー等の掲出について 
  

 

本取組は，エスカレーターやエレベーターの混雑緩和とお客様の健康増進を図るた

め，地下鉄駅階段に消費カロリーやメッセージを掲出するもので，昨年度に引き続き，

第３期でも企画した。 

現在，北大路駅，二条駅及び山科駅で展開しており，各駅に掲出しているメッセー

ジは，各班が知恵を絞って考えたものである。 

また，掲出に当たっては，メッセージシートの一部に広告枠を設け，広告料収入で

製作と取付の費用を賄っている。 

お陰様で，階段を上るのが楽しくなったとのお声を頂くなど，お客様からも大変ご

好評をいただいている。 

 

 

１ 目  的 

（１）エスカレーターやエレベーターの混雑緩和 

（２）お客様の健康増進 

   

２ 掲出場所 

（１）地下鉄烏丸線「北大路駅」 

コンコース階から地上階への１階段（出口３） 

（２）地下鉄東西線「二条駅」 

ホーム階からコンコース階への２階段（西階段，東階段） 

（３）地下鉄東西線「山科駅」 

ホーム階からコンコース階への２階段（北階段，南階段） 

 

３ 掲出期間 

  平成２５年２月２日（土）～平成２５年４月３０日（火） 

 

４ 掲出イメージ 

（１）北大路駅（出会いのコンサルタント」班） 
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（２）山科駅（地下鉄戦隊・増やすんジャー」班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）二条駅（「萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！」班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

５ 内  容 

  別紙のとおり 

 

６ そ の 他 

  掲出に当たっては，メッセージシートの一部に広告枠を設け，広告収入により

製作費を賄っています。 

 

参考：これまでの取組 

【第１弾】 

掲 出 駅：京都駅，四条駅，京都市役所前駅 

 掲出期間：平成２３年５月～平成２３年１２月 

※ 四条駅南階段と京都市役所前駅では現在も掲出中 

【第２弾】 

掲 出 駅：四条駅，烏丸御池駅，山科駅 

掲出期間：平成２３年１２月～平成２４年３月 
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【北大路駅 出口３】 

①『京の通り名の歌（東西編）』 

② まる（丸太町）たけ（竹屋町）えびす（夷川）に（二条）おし（押小路）おいけ（御池）

③ あね（姉小路）さん（三条）ろっかく（六角）たこ（䭑薬師）にしき（錦小路） 

④ し（四条）あや（綾小路）ぶつ（仏光寺）たか（高䭜）まつ（松原）まん（万寿寺）     

ごじょう（五条） 

⑤ せった（雪駄屋町）ちゃらちゃら（鍵屋町）うおのたな（魚棚町） 

⑥ ろくじょう（六条）さんてつ（三哲）通り過ぎ 

⑦ ひっちょう（七条）越えれば はっ（八条）くじょう（九条） 

⑧ じゅうじょう（十条）とうじ（東寺）でとどめさす 

⑨『京の通り名の歌（南北編）』 

⑩ てら（寺町）ごこ（御幸町）ふや（麩屋町）とみ（富小路）やなぎ（柳馬場）     

さかい（堺町） 

⑪ たか（高倉）あいの（間之町）ひがし（東洞院）くるまやちょう（車屋町） 

⑫ からす（烏丸）りょうがえ（両替町）むろ（室町）ころも（衣棚） 

⑬ しんまち（新町）かまんざ（釜座）にし（西洞院）おがわ（小川） 

⑭ あぶら（油小路）さめがい（醒井）ほりかわ（堀川）の水 

⑮ よしや（葭屋）いの（猪熊）くろ（黒門）おおみや（大宮）へ 

⑯ まつ（松屋町）ひぐらしに（日暮）ちえこういん（智恵光院） 

⑰ じょうふく（浄福寺）せんぼん（千本）はてはにしじん（西陣） 

⑱ ｂｙ 京都市若手職員増客チーム 出会いのコンサルタント班 

 

【二条駅 東階段・西階段】 

 ① 二条駅は毎日約 8,500 人の方に利用していただいています。 

 ② この駅の終電は，六地蔵行 23：49／太秦天神川行 23：59 です。 

 ③ この階段を行けば，どうなるものか。 

 ④ 迷わず行けよ，行けば分かるさ♪ 

 ⑤ １！２！３！（かい）ダ～ン！  

 ⑥ カイダンだろぉ～。 

 ⑦ おれたち，階段男子！ 

⑧ 階段がいいねと君が言ったから，二月六日は カイダン記念日 

⑨ ｂｙ 京都市若手職員増客チーム 萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！班 

 ① 階段を選んでくれたあなた 
 ② 階段ってしんどいでしょ？つらいよね？ 
 ③ つらくなったら，たまには止まってもいいじゃない  
 ④ でも，あなたは一歩一歩確実に上っているんだよ 
 ⑤ エスカレーターでふぁーっと上がっていく人たちよりも 
⑥ 一歩一歩進んでいるあなたはきっと，マッスルバディ♪ 

 ⑦ こけないで，もう少し。 
 ⑧ 最後まで，上り抜けて。。 
⑨ ｂｙ 京都市若手職員増客チーム 萌え（燃え）て京都を盛り上げるぞ！班 

別 紙 
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【山科駅 北階段・南階段】 

① うんとこしょ 

② どっこいしょ 

③ それでも足はやせません 

④ うんとこしょ 

⑤ どっこいしょ 

⑥ それでもおなかはへこみません 

⑦ うんとこしょ 

⑧ どっこいしょ 

⑨ それでもおしりはあがりません 

⑩ うんとこしょ 

⑪ どっこいしょ 

⑫ 続けることが大事です 

⑬ ｂｙ 京都市若手職員増客チーム 地下鉄戦隊・増やすんジャー班 

① それでは問題です。 

② 急に立ち止まらず，足元にお気をつけて。 

③ 人間の必須アミノ酸，何種類？ 

④ マグネシウムの原子番号は？ 

⑤ ２，９８０円が２，５３３円に。何％ＯＦＦ？ 

⑥ ＪリーグのＪ１参加クラブ数は？ 

⑦ アインシュタインがノーベル物理学賞を取ったのは１９○○年？ 

⑧ 跳び箱のギネス記録，何段？ 

⑨ 月の公転周期は何日？ 

⑩ お付き合いありがとうございました。 

⑪ 答えは・・・その問題の書いてある階段の段数です！ 

⑫ またお会いしましょう。 

⑬ ｂｙ 京都市若手職員増客チーム 地下鉄戦隊・増やすんジャー班 
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